
２

反
対
討
論
（
市
民
と
市
政
を
つ
な
ぐ
会
）

賛
成
討
論
（
自
民
ク
ラ
ブ
）

　

今
定
例
会
で
は
、
平
成
27
年
度
八

潮
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て
、
市
民
と
市
政
を
つ
な
ぐ

会
（
反
対
）
と
自
民
ク
ラ
ブ
（
賛
成
）

か
ら
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
実
施
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
委

託
料
が
計
上
さ
れ
た
。　

　

国
会
で
は
、
制
度
施
行
前
に
も
か

か
わ
ら
ず
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
用
途
を

預
貯
金
口
座
や
特
定
健
康
診
査
（
メ

タ
ボ
健
診
）
に
広
げ
る
法
案
が
審
議

中
だ
が
、
日
本
年
金
機
構
が
サ
イ
バ

ー
攻
撃
を
受
け
て
約
１
２
５
万
件
の

個
人
情
報
を
流
出
し
た
。

　

用
途
拡
大
法
案
の
採
決
は
延
期
さ

れ
て
い
る
が
、
国
民
が
不
安
を
募
ら

せ
て
い
る
中
で
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
は
予
定
通
り
ス
タ
ー
ト
す
る
と

明
言
し
て
い
る
。

　

こ
の
制
度
は
、
運
用
開
始
時
点
で

約
１
０
０
も
の
行
政
事
務
に
及
ぶ
か

ら
、
も
し
何
か
あ
れ
ば
影
響
は
今
回

の
比
で
は
な
い
。

　

政
府
は
、
番
号
は
暗
号
化
し
て
や

り
取
り
す
る
か
ら
、
個
人
番
号
が
漏

れ
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
と
強
調
し

て
い
る
が
、
今
後
も
戸
籍
、
旅
券
、

自
動
車
登
録
、
診
療
情
報
な
ど
に
対

象
を
拡
大
し
て
い
く
方
針
を
示
し
て

お
り
、
紐
付
け
さ
れ
る
個
人
情
報
は

ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
。
安
易
な
番

号
利
用
の
拡
大
＝
危
険
の
拡
散
は
止

め
る
べ
き
は
も
ち
ろ
ん
、
危
険
を
冒

し
て
強
行
す
る
緊
急
性
は
な
い
。

　

こ
の
制
度
は
法
律
に
よ
っ
て
実
施

が
決
ま
っ
て
お
り
、
法
定
受
託
事
務

だ
か
ら
自
治
体
は
国
に
言
わ
れ
た
通

り
や
る
し
か
な
い
、
と
思
わ
れ
が
ち

だ
が
、
法
定
受
託
事
務
は
、
個
人
番

号
の
付
番
と
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交

付
の
み
で
、
そ
の
他
は
自
治
事
務
と

し
て
自
治
体
の
責
任
で
行
わ
れ
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
で
提
供
さ
れ
る

特
定
個
人
情
報
は
、
自
治
体
が
保
有

す
る
住
民
情
報
で
あ
り
、
そ
の
管
理

責
任
は
自
治
体
に
あ
る
。

　

政
府
は
、
個
人
情
報
は
分
散
管
理

さ
れ
る
の
で
ま
と
め
て
漏
え
い
す
る

こ
と
は
な
い
と
い
う
が
、
情
報
連
携

の
た
め
に
最
新
の
住
民
情
報
の
コ
ピ

ー
を
記
録
保
管
す
る
自
治
体
の
「
中

間
サ
ー
バ
」
は
、集
約・共
同
化
さ
れ
、

全
国
２
カ
所
（
相
互
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

す
る
た
め
、
実
質
全
国
１
カ
所
）
で

一
括
管
理
さ
れ
、
こ
こ
に
日
本
国
内

の
全
て
の
住
民
の
、
最
新
の
住
所
、

世
帯
、
税
、
福
祉
受
給
な
ど
の
住
民

情
報
の
コ
ピ
ー
が
集
め
ら
れ
る
の
で
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
各
自
治
体
ご
と
に

区
分
管
理
し
ア
ク
セ
ス
制
御
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
こ
こ

か
ら
漏
え
い
す
れ
ば
、
１
億
２
０
０

０
万
人
の
最
高
度
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

が
一
挙
に
拡
散
す
る
。

　

中
間
サ
ー
バ
で
の
本
人
特
定
に
は
、

情
報
連
携
用
の
符
号
と
各
自
治
体
の

宛
名
番
号
を
使
い
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
や

住
所
氏
名
等
は
保
存
し
な
い
か
ら
、

漏
え
い
し
て
も
本
人
特
定
で
き
な
い

よ
う
な
こ
と
を
国
は
説
明
し
て
い
る

が
、
そ
も
そ
も
記
録
し
て
い
る
住
民

情
報
か
ら
個
人
が
特
定
さ
れ
る
可
能

性
も
高
く
、
仮
に
、
自
治
体
か
ら
宛

名
番
号
も
漏
え
い
す
れ
ば
、
完
全
に

個
人
も
特
定
で
き
て
し
ま
う
。
ど
ん

な
に
強
固
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
で
あ
っ

て
も
漏
え
い
の
危
険
性
は
０
パ
ー
セ

ン
ト
で
は
な
い
か
ら
、
こ
ん
な
危
険

な
こ
と
は
止
め
る
べ
き
だ
。
し
か
も
、

こ
の
中
間
サ
ー
バ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
運
営
に
ど
こ
が
責
任
を
持
つ
の

か
も
曖
昧
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

自
治
体
が
作
成
す
る
特
定
個
人
情

報
保
護
評
価
に
は
、
自
治
体
で
は
中

間
サ
ー
バ
の
内
容
は
知
り
得
な
い
か

ら
、
中
間
サ
ー
バ
の
部
分
は
総
務
省

か
ら
提
供
さ
れ
た
記
載
例
を
コ
ピ
ー

し
て
い
る
だ
け
。
総
務
省
の
い
う
ま

ま
に
コ
ピ
ー
を
し
て
、
自
ら
の
責
任

で
「
特
定
個
人
情
報
の
漏
え
い
そ
の

他
の
事
態
を
発
生
さ
せ
る
リ
ス
ク
を

軽
減
さ
せ
る
た
め
に
十
分
な
措
置
を

講
じ
、
も
っ
て
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
等
の
権
利
利
益
の
保
護
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
を
宣
言
」
さ
せ
ら
れ

て
い
る
の
が
実
態
で
す
。

　

４
万
４
０
０
０
名
で
構
成
す
る
中

小
企
業
家
同
友
会
全
国
協
議
会
が「
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
整
備
に
コ
ス
ト
が
か
け

ら
れ
ず
、
ノ
ウ
ハ
ウ
も
な
い
と
し
て
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
実
施
の
延
期
等

を
含
む
４
点
の
意
見
」
を
６
月
11
日

に
公
表
し
、
16
日
に
関
係
省
庁
に
提

出
し
た
と
聞
く
。

　

県
内
３
位
の
事
業
所
数
を
抱
え
る

八
潮
市
、
し
か
も
大
半
は
中
小
・
零

細
企
業
だ
。
中
小
企
業
家
同
友
会
全

国
協
議
会
の
意
見
は
、
市
内
の
事
業

所
の
大
半
が
望
む
こ
と
で
あ
り
、
市

と
し
て
も
国
に
対
し
て
廃
止
も
視
野

に
入
れ
た
延
期
等
の
要
請
を
す
べ
き

平成２7年（２０１5年）8月

討
　
論

だ
。

　

以
上
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
そ
の

も
の
に
つ
い
て
反
対
の
た
め
予
算
に

つ
い
て
も
反
対
す
る
。

　

議
案
第
51
号
平
成
27
年
度
八
潮
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に

つ
い
て
、
賛
成
の
立
場
か
ら
討
論
い

た
し
ま
す
。

　

今
回
の
補
正
予
算
を
見
ま
す
と
、

主
な
も
の
と
し
て
、
歳
入
で
は
、
多

子
世
帯
保
育
料
軽
減
事
業
の
実
施
に

伴
う
、
保
育
料
の
減
額
や
国
庫
・
県

補
助
金
の
予
算
化
、
社
会
保
障
・
税

番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備
費
補
助
金

の
増
額
や
健
康
長
寿
埼
玉
モ
デ
ル
普

及
促
進
事
業
補
助
金
の
予
算
化
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
実
施
に
伴
う
適

切
な
予
算
措
置
が
な
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
に
つ
い
て
で
す
が
、

総
務
費
で
は
、
社
会
保
障
・
税
番
号

制
度
に
係
る
委
託
料
が
増
額
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
、
万
全
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
に
よ
る
個
人
情
報
の
保
護
の
も
と
、

市
民
の
利
便
性
の
向
上
及
び
事
務
の

効
率
性
・
透
明
性
が
高
ま
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
八
潮
市
名
誉
市
民　

故　

鈴
木
泰
治　

元
市
長
の
公
葬
の
実
施

に
よ
り
、
永
年
に
わ
た
り
八
潮
市
政

の
発
展
と
住
民
の
福
祉
に
尽
力
さ
れ

た
功
績
に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、
哀
悼
の
意
を
表
せ
る
も
の

と
考
え
ま
す
。

　

衛
生
費
で
は
、
健
康
長
寿
埼
玉
モ

用
語

討
論

　

討
論
と
は
、
表
決
に
お
け
る
賛

否
の
理
由
を
述
べ
る
こ
と
を
い
い

ま
す
。

　

討
論
に
は
、
１
つ
目
と
し
て
、

討
論
を
行
う
者
が
自
己
と
反
対
の

立
場
の
者
ま
た
は
態
度
保
留
者
を

自
分
に
同
調
さ
せ
る
。
２
つ
目
と

し
て
、
討
論
者
の
政
治
的
立
場
を

明
確
に
す
る
と
い
う
役
割
が
あ
り

ま
す
。

デ
ル
普
及
促
進
事
業
の
実
施
に
係
る

経
費
の
予
算
化
に
よ
り
、
誰
も
が
健

康
で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
「
健
康

長
寿
社
会
」
の
実
現
の
促
進
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

土
木
費
で
は
、
フ
ェ
ン
ス
改
修
に

係
る
葛
西
用
水
親
水
化
工
事
費
の
増

額
に
よ
り
、
良
好
な
景
観
形
成
が
図

ら
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

教
育
費
で
は
、
寄
附
金
を
活
用
し

た
図
書
の
購
入
に
よ
り
、
図
書
館
資

料
の
充
実
が
図
ら
れ
、
よ
り
市
民
が

学
べ
る
環
境
が
向
上
す
る
も
の
と
考

え
ま
す
。

　

以
上
、
今
回
の
補
正
予
算
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
年
度
開
始
の
間
も
な

い
時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
財
源
の

有
効
活
用
を
図
り
な
が
ら
、
市
民
生

活
の
向
上
に
つ
な
が
る
予
算
措
置
が

な
さ
れ
て
お
り
、
大
い
に
評
価
で
き

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
こ
こ
に
議
案
第
51
号
平

成
27
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て
、
賛
成
の

意
を
表
し
討
論
を
終
わ
り
ま
す
。

●
自
民
ク
ラ
ブ 　
　

 

（
6
人
）

代
表
者
　
瀬
　
戸
　
知
英
子
19

所
属
議
員
　
金
　
子
　
壮
　
一
5

　
　〃
　
　
林
　
　
　
雄
　
一
6

　
　〃
　
　
朝
　
田
　
和
　
宏
13

　
　〃
　
　
大
　
山
　
安
　
司
14

　
　〃
　
　
荻
　
野
　
清
　
晴
20

●
公
明
党　
　
　
　

  

（
5
人
）

代
表
者
　
小
　
倉
　
順
　
子
17

所
属
議
員
　
森
　
下
　
純
　
三
4

　
　
〃
　
　
前
　
田
　
貞
　
子
11

　
　
〃
　
　
岡
　
部
　
一
　
正
12

　
　
〃
　
　
武
之
内
　
清
　
久
18

●
民
政
ク
ラ
ブ　
　

  

（
5
人
）

代
表
者
　
服
　
部
　
清
　
二
16

所
属
議
員
　
篠
　
原
　
亮
　
太
7

　
　
〃
　
　
寺
　
原
　
一
　
行
8

　
　
〃
　
　
中
　
嶋
　
善
　
文
15

　
　
〃
　
　
豊
　
田
　
吉
　
雄
21

●
日
本
共
産
党　
　

  

（
4
人
）

代
表
者
　
郡
　
司
　
伶
　
子
10

所
属
議
員
　
鹿
　
野
　
泰
　
司
1

　
　
〃
　
　
髙
　
波
　
幸
　
雄
2

　
　
〃
　
　
池
　
谷
　
和
　
代
9

●
市
民
と
市
政
を
つ
な
ぐ
会

（
1
人
）　

代
表
者
　
矢
　
澤
　
江
美
子
3

※
氏
名
の
下
の
数
字
は
、
議
席
番

号
で
す
。

■
会
派
の
構
成


